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を実証的に示す。そして、第 2 章と第 3 章では、この党派性の二重構造モデルを踏まえて、
党派性研究の主要な論点である多次元性の問題と安定性の問題を再検討する。 
党派性の理論においては、上記の二重構造という枠組みにもとづいて、政党評価としての
側面と党派アイデンティティとしての側面のそれぞれに固有のメカニズムを明らかにする。
ここでの着眼点は、政党評価が有権者と政治のなかの政党との相互作用に関わるのに対して、
党派アイデンティティが有権者と社会のなかの政党との相互作用に関わるということである。
第 4 章では、世論調査での党派性質問に対する回答表明行動を検討することで、党派性の二
重構造の形成メカニズムについて明らかにすることを試みる。第 5 章では、熟議民主主義に
おける合理的無知の問題を党派性との関連で取り上げて、党派性の二重構造の政策態度への
規定メカニズムについて新たな知見を得る。 
